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Apolloniusの円 1

（Apolloniusの円）� �

定点 A，Bからの距離の比が m : n (m > 0, n > 0, m , n)であるような点 P，つまり

AP : BP = m : n (m > 0, n > 0, m , n)

を満たす点 Pの軌跡は，ABを m : nに内分する点 Qと，ABを m : nに外分する点 R
を直径の両端とする円である。

� �

［注］ m = nのときは，Pは A，Bから等距離にあるので，軌跡は，線分 ABの垂直
２等分線である。

A, B, P, Q, Rの位置ベクトルをそれぞれ
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従って P = R または P = Q または RP⊥QP = 0
となるので，Pの軌跡は Q，Rを直径の両端とする円である。


